
水、電気、ガスなどのライフラインが止まり、食料などの物資の入手が困難になることを

前提に水、食料などを備蓄してください。

水は１日１人３ℓ、食料や薬、粉ミルクなど。家族や自分の状況に合わせた備蓄品を考え、
最低でも３日分（出来れば７日分）を準備しておきましょう。

刈谷市のわが家の防災対策より引用した□ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

　　上記のチェックリストからもリュックに詰める備品を選んで、すぐ持ち出せる場所に置いて
　　おきましょう。　　　非常持ち出し品は【№１】にてお知らせしております。

災害時に必要な非常用備蓄品

貴重品

預金通帳

現金(小銭も）
印かん

各種カード

健康保険証
権利証書

免許証などの身分証明書

衣類関係

皮手袋・軍手

下着・上着・靴下

タオル

裁縫セット
雨具

毛布

筆記用具

笛
風呂敷

紙おむつ
懐中電灯

防じんマスク

ポリタンク

寝袋

使い捨てカイロ

予備電池
新聞紙
バール
さらし

応急医薬品

傷薬

ばんそうこう

包帯

常備薬

消毒液

燃料

携帯コンロ

卓上コンロ

固形燃料
ガスボンベ その他

（ 簡易トイレ ）

（ ）

（ ）

（ ）

食品関係

わりばし

なべ・やかん・水筒

缶きり

プラスチックか紙の皿やコップ
栓抜き

キッチン用ラップ

トイレットペーパー

ティッシュペーパー

ヘルメット・防災ずきん
ライター・マッチ
ドライシャンプー
ビニールシート

ウエットティッシュ

布製ガムテープ

生理用品
携帯ラジオ

底の厚い靴

日用品

洗面用具

生活用水

バケツ

ビニール袋
スコップ

ロープ
ろうそく

梅干し
チョコレート

菓子類
調味料
粉ミルク（ほ乳びん）
（赤ちゃんがいる場合）

食品

カンパン

水（１人１日３リットルが目安）

缶詰やレトルト食品

インスタント食品

ドライフーズ
アルファ米
栄養補助食品

避難行動時に必要な「非常持ち出し品」を自分で決めよう

車の中には

※バール、ジャッキ、テント、毛布、寝袋、
ビニールシートなども車の中や取り出し
やすい場所に用意しましょう。

枕元には

※夜、地震が起きた場合に備えて用意
しておきます。飛び散らないように袋に
入れておきましょう。

家族のために

※予備メガネ、補聴器、持病の薬など、家

族に応じた非常持ち出し品を考えましょう。
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『 家庭内で備蓄を ！！』
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